
1．はじめに
　シルクロードの成立を探る研究の一環として、ウズ
ベキスタン領フェルガナ盆地に位置するダルヴェルジ
ン（Dalverzin）遺跡（図 1）の発掘調査を続けている。
最初期の東西交流を最も端的に示す考古学的証拠は、
紀元前 3 千年紀前半に始まる西アジアと中国からの食

料生産経済の中央アジアへの波及だが、ユーラシア大
陸の東西から中央アジアへ伝播した農耕や牧畜が定着
する年代は地域によってばらつきが生じている。紀元
前 2 千年紀半ばになってようやくチュスト（Chust）と
呼ばれる農耕牧畜文化が出現したフェルガナ盆地の低
平地部もその一例であるが、その成立の文化的背景に
ついては今なお不明な点が多い。
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図 1　ダルヴェルジン遺跡の位置
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　昨年 3 月に実施した地中レーダー探査（久米ほか 
2025）では、ダルヴェルジン遺跡北西部に位置する
D-III 区で直径 17 m、高さ 1 m の円形の大型石造構
造物の存在が示された（図 2）。大型墓や基壇などモ
ニュメンタルな建築を想像させる規模だが、このよう
な大型の石造構造物は他のチュスト文化遺跡には見ら
れない。このため、人工物であるか否かも含めて、そ
の詳細を確認するための発掘調査を 2025 年 3 月の約
2 週間実施した。

2．�ダルヴェルジン遺跡D-III 区での大型
円形石造構造物の発掘調査

2-1．発掘区の設定（図 3）
　上に述べたように、D-III 区の大型円形石造構造物
は、直径 17 m を超えると想定された。また、遺構は
地表下 1.0～1.5 m の深度に位置している。仮に、想定
通りの規模であった場合、2 週間の調査期間中に発掘
を完了することは難しい。また、この構造物の直上に
地中レーダー探査では確認できなかった別の新しい時
代の遺構が存在している可能性も否定できない。その
場合、石像構造物が位置する深度に到達する前に、調
査期間が終了することも予想された。

　このため、発掘面積を可能な限り最小限に留め、石
造構造物の規模と構造詳細の確認を主な目的とした試
掘調査を限定的な範囲で実施することとした。具体的
には、発掘作業のための物理的スペースが確保される
と同時に、石造構造物の全長が収まる範囲として、東
西 2 m×南北 10 m の長方形の発掘区を南北に 2 つ並
べて配置することとした（試掘坑 12A と 12B）。なお、
この大型円形石造構造物は、地中レーダー探査時に記
録した位置情報からおよその位置は復元できるものの、
地表面からその存在は目視できない。このため、発掘
区設定時には、数メートル以上の誤差が生じることを
見込んだ上で、一般的な GPS 受信機を用いて石造構
造物の中心地点を決定し、それを基準とした。
　発掘が進捗するにつれ、石造構造物の上層は概ね耕
作土で覆われており、発掘に支障がないことがわかっ
た。また、構造物の中心点が、実際には予想以上に南
に位置していたことが判明したため、発掘区を南側に
拡張する必要性が生じ、試掘坑 12B の南に試掘坑
12C を設けた。構造物の想定全長 17 m を考慮し、試
掘坑 12C は南北の長さを減じて 2×7 m の範囲とした。
　また、地中レーダー探査では大型石造構造物の中心
よりやや南側に直径 4.5 m、深さ 0.4 m ほどのピット

図 2　�2024 年 3 月に実施したD-III 区内の地中レーダー探査結果（久米ほか 2025）。図は 1.0-1.1 m 深度
（左）ならびに 1.3 m-1.4 m 深度（右）のスライス図と探査断面図（下）。直径 17 m、高さ 1 mの円形
の大型石造構造物が確認された（スライス図中に円で復元）。構造物の中心よりやや南側に直径
4.5 m、深さ 0.4 m ほどのピット状の凹みも確認されている。
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状の凹みが示されていた（図 2）。試掘坑 12A～12C の
発掘では、そのピット状の部分は確認できなかった。
そこで、試掘坑 12C の西側にさらに 2×7 m の拡張区
域（12C 拡張区と仮称）を設け発掘を実施した。しかし、
後述するように 12C 拡張区でも探査結果が示すピッ
ト状の部分は今回確認できなかった。
　以上のような経過を経て、今回の発掘では総面積
68 m2 の範囲の調査を実施した（図 4）。

2-2．発掘区の層位
　すでに述べたように、大型円形石造構造物の上層は
耕作土で覆われていることが、発掘の進捗とともに明
らかとなった。結果として、試掘坑 12A～12C では表
層から 0.6 m～1 m 程度の深度まで、厚い耕土層が発
掘区全体に堆積していた。耕土を除去すると、黄褐色
土層が認められ、遺跡の最下層となる地山層に到達す
る。後述するように、石造構造物を構成する礫の堆積
はこの地山層の直上に存在する。このため、試掘坑
12A～12C での考古学的な文化層は、最下層の大型石
造構造物に由来する地山直上層の 1 層のみであった。
　この試掘坑 12A～12C の堆積状況は、以前発掘を実
施した同じく D-III 区内に位置する試掘坑 9 や 11（図
3）とは全く異なる。試掘坑 9 や 11 では、表土直下に
遺構が確認され、少なくとも 3 層の文化層がいずれに
も存在していた。現在、D-III 区は全面が畑地として
利用されているが、同じ畑地でも地表下の考古学的遺
構の遺存状況が場所によって異なることを試掘坑
12A～12C での今回の発掘結果は示している。
　耕作土層の年代は不明であるので推測の域を出ない
ものの、遺構の遺存状況が場所によって異なる背景と
して、D-III 区内で異なる畑地利用が行われているこ
とを指摘しておきたい。今回発掘した試掘坑 12A～

12C は、現在、果樹栽培が行われている範囲に位置し、
樹木（おそらく桜桃）が列をなして栽培されている。一
方、試掘坑 9 や 11 はコムギや野菜が栽培される範囲
あるいはその縁辺の未利用地にある。このため、栽培
する農作物によって畑地を耕起する深度が異なるなど
耕作活動の強度が場所によって異なり、それが D-III
区内の遺構の遺存状況に影響を与えた可能性がある。
　試掘坑 12A 北端の 2×2 m の範囲では、地山層と想
定されたシルト質の黄褐色土層の堆積を確認するため
に、地表下 2 m の深度まで深堀り作業も実施した（図
5）。その結果、この深堀り範囲では地表下 0.75 m 付
近で確認された黄褐色土層が約 1 m 堆積し、地表下
1.7 m 付近で自然礫層に到達した。この自然礫層は試
掘坑 9 でも確認されており、そこでは礫層の堆積は
0.5 m を超えていた。年代の特定は難しいが、かなり
古い時代の河川活動に由来する礫層と見られる。試掘
坑 12A 北端と試掘坑 9 での礫層上面の標高は 648.8 m
前後で一致しており、礫層が D-III 区一帯でほぼ水平
に堆積していたことがわかる。一方、地山層の黄褐色

図 3　D-III 区内のトレンチ配置図

図 4　試掘坑 12A～12C 全景（北から）
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土層も礫層堆積と連動する河川活動に由来する自然堆
積物と考えられるが、黄褐色土層上面の標高は場所に
よって著しく変化する。このことから、地山層の黄褐
色土層の表層は堆積後に様々な地形改変を受けたこと
が想定される。

2-3．大型円形詰石遺構
　上層が耕作土に覆われていたことが判明したため、
大型円形石造構造物の検出そのものは容易となった。
上述のように、構造物の中心が想定よりも南にあった
ため、試掘坑 12C を新たに設けて発掘面積を拡大さ
せる必要性が生じたものの、構造物のおよその中心線
に沿って幅 2 m の範囲で構造物表面を検出すること
ができた（図 6）。
　まず、明らかになったことは大型円形石造構造物の
正確なサイズである。地中レーダー探査で 17 m を超
えると推定されていたが、その結果通り、構造物の最
大長は南北 17.4 m を測ることが明らかとなった。
　一方、この大型円形石造構造物は、最大 1 m の石
積み遺構と想定されていた地中レーダー探査の推定と
はやや異なる。発掘により、この構造物の表面が径
10～20 cm 大の礫で覆われていることは明らかとなっ
たが、石積みの構造物としては礫の集中度合いが低く、
礫の周囲には堆積土が明らかに挟まった状態にある。
このため、外観の観察に基づけば、この構造物は積み
石というより石敷きという表現のほうが正確かもしれ
ない。ただし、構造物表面は礫の凹凸が激しく、基壇
や通路のような構造物上面で何らかの活動を行うため
の施設とも考えにくい（図 7）。反対に、このような礫
の集中が自然に堆積する根拠も見当たらず、人工的な
遺構であることに疑いはない。
　この大型円形遺構の性格を推測する手がかりを得る
ために、遺構の構築方法を調べたところ、その特徴が
いくつか明らかとなった。まず、遺構北端の断面を確
認した結果、地山の黄褐色土層が遺構に向かって南側

に下がっており、地山の黄褐色土層が削られて形成さ
れた窪み状の地形の中に礫を詰めて遺構が構築されて
いることが判明した（図 5）。また、詰石の北側には一

図 5　試掘坑 12A 西壁セクション図

図 6　�大型円形詰石遺構の平面図（右）と（a）遺構北端での詰
石ならびに詰石外縁の床面と泥レンガの平面検出状況、
（b）試掘坑 12B での詰石の堆積状況、（c）試掘坑 12C
拡張区西壁セクションで観察された詰石南端上部への
泥レンガの配置と詰石外縁での床面の堆積状況
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部に貼り床や泥レンガが認められ（図 6a）、大型円形
遺構の縁辺部には床面が構築されていた。
　遺構南端では、この遺構を構成する集石の縁辺部に
径 30 cm 程度の大型の礫が配置されており、その上
部にはレンガ状の練土ブロックが上積みされているこ
とが断面で観察できる（図 6c）。すなわち、遺構外縁
部の上部は少なくとも高さ 20 cm 程度の土壁構造物
で囲われていたと見られる。
　これらの観察から、この大型遺構は地山である黄褐
色土層中に（おそらく意図的に）形成された窪みの中に
礫を詰めて構築されたものと考えられ、大型円形詰石
遺構と呼ぶのがふさわしいだろう。また、遺構表面は
礫の凹凸が激しく、地形を平準化させて歩行を容易に
するという機能も考えにくいことをすでに述べた。む
しろ外縁部が土壁構造物でリング状に囲われていた可
能性を考慮すると、この詰石遺構の範囲を外界から遮
断していた様子がうかがえる。
　地中レーダー探査でも判明していたが（図 2）、詰石
遺構の上面は平坦ではなく、北側に向かってスロープ
状に迫り上がっていた。詰石の堆積状況を確認するた
めに、詰石の堆積が最大となると想定される試掘坑
12B の中央部付近を 2×2 m の範囲で除去した。その
結果、詰石は 0.8 m ほどの堆積があることが判明した。
また、詰石は下層に向かって礫のサイズが大きくなる
傾向がある。詰石を除去した段階で、詰石直下に小礫
の詰まった径 50 cm ほどの小型ピットが 1 基確認さ
れたが、遺構の内部構造を構成するような特徴的な遺
構は確認されなかった。詰石内から出土する遺物の量
は多くないが、土器片や動物骨に混じって、人骨が複
数検出され、それには頭蓋骨の一部なども含まれてい
る（図 8）。なお、人骨片はこの大型円形遺構を検出す
る際にも詰石内の堆積土から散発的に出土した。

　地中レーダー探査では、この大型円形遺構の中心よ
りやや南に直径 4.5 m、深さ 0.4 m ほどの凹みがある
ことを示されていた（図 2）。何らかのピット状の構造
物と推測されたが、今回の調査ではピット状遺構を確
認することはできなかった。試掘坑 12C 拡張区の南
側で、詰石で覆われていない 1.5×0.8 m ほどの楕円状
の範囲が認められたが、下層への明確な掘り込みが確
認されていないため、探査結果とはやや様相が異なる。
おそらく、探査で確認されたピット状遺構は、今回の
試掘坑の外に存在するものと見られる。

3．まとめ
　今回、発掘調査を実施したことにより、地中レー
ダー探査で確認された大型円形石造構造物が人工物で
あることが明確となった。一方、その構造は当初予想
していたモニュメンタルな大規模な石積みの遺構とは
やや異なる。発掘の結果、この大型遺構は地山層に形
成された直径 17 m 超の円形の窪みの中に礫を最大
80 cm 程度の厚さで埋め戻すようにして構築された石
詰遺構であることが判明した。また、この大型遺構の
外縁部は土壁構造物でリング状に囲まれていたようだ。
　フェルガナ盆地内の他のチュスト文化遺跡に類例が
認められないため、この大型円形詰石遺構の性格と年
代については、次シーズンに発掘範囲を拡大して詳細
を明らかにする必要がある。今回の発掘では、大型遺
構の内部構造について詳しく調べることはできなかっ
たが、試掘坑 12B で詰石を一部除去した際に頭蓋骨を
含む人骨片が複数確認されていることは、この遺構が
明らかに埋葬に関連するものであることを示している。
　この遺構の年代については、詰石部から散発的に出
土する土器片から判断する限り、チュスト文化期（紀
元前 1500～1000/800 年）の所産であることは、ほぼ確

図 7　試掘坑 12B での大型円形詰石遺構の表層（北から） 図 8　試掘坑 12B での詰石除去区域から出土した人骨片ほか
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実である。地山層直上に構築された大型遺構の層位的
位置を考慮すると、チュスト文化の前期段階に年代付
けられるとも言える。今回は良好なサンプルが得られ
なかったが、次のシーズンでは理化学年代も提示でき
るよう準備を進める予定である。
　最後に、ダルヴェルジン遺跡における過去の発掘成
果が、今回の大型円形詰石遺構の性格を考える上で参
考になる可能性があることを述べておく。この大型遺
構が出土した D-III 区の 1974 年の発掘調査では、
D-III 区南側の周壁部の地山直上層から「拝火神殿」
と見られる遺構が報告されている。より正確には、大
型の竪穴建物内の床面中央部に矩形に配置された 4 つ
の掘立柱用の柱穴とその中心に火壇や灰の貯蔵ピット
が配置された遺構の内部構造に基づき、発掘者はこの
竪穴建物を「火の崇拝に関わる聖域」と呼んだ（Zad-
nepsovskii 1976）。この竪穴建物が初期のゾロアス
ター教に関連する「拝火神殿」であるかについては、
今後慎重に研究を進める必要があるが、遺跡が営まれ
た当初、D-III 区は儀礼空間としての役割を果たして
いた可能性がある。今後の発掘では、大型円形詰石遺

構の性格を詳細に明らかとし、D-III 区の空間利用全
体でのこの遺構の位置づけを調べることによって、
フェルガナ盆地最古の農耕牧畜民の儀礼行為について
新たな知見が得られる可能性がある。それはまた、中
央アジアに農耕牧畜が波及した当時の宗教の発達や伝
播についての新たな議論への展開も期待されるだろう。

　今回の調査は、JSPS 科研費 JP21H04357（代表：久
米正吾）、JP21K13147（代表：辰巳祐樹）、JP22H00012

（代表：中村大介）、JP24K00121（代表：塩谷哲史）、
MEXT 科研費 JP20H05816（代表：中村慎一）の助成を
受けて実施した。
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